
第４期第 回詳報

新型コロナウイルス関連法案の論点
改正案の内容 問題点

国会承認
緊急事態宣言の発令や
期間延長の際、国会に
報告義務。国会承認は
必要ない（改正前と同じ）

私権制限を強化したのに、
国会の関与が限定的

重点措置
緊急事態宣言の前段階
で集中的な対策を実施
するため新設

国会報告すら不要。実施の
具体的要件は行政の裁量

感染抑止
効果

知事の入院勧告を拒ん
だり、保健所の調査を
拒否したりしたときに
刑事罰

検査を避けたり陽性判明
を周囲に隠したりする恐
れ。感染防止に逆効果か

差別・偏見 差別防止のための自治体の責務を明記
罰則により感染者などへ
の新たな差別を生み出す
可能性

厚生労働省は入院拒否
などのデータを示さず立法の根拠 国民が立法の根拠がある

かどうかを判断できない

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法

感
染
症
法

損害補償
事業者に対する支援に
必要な財政上の措置を
国や自治体に義務付け

損害額に応じた補償が義
務付けられていない。行
政による行き過ぎた制約
への救済措置もない

罰則の
運用

入院拒否に１年以下の
懲役または100万円以
下の罰金
調査拒否に50万円以下
の罰金

誰が法律違反を確認し、
どう対応するのか判然と
しない。密告社会になる
危険も
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※
計

、国
連
に
よ
る

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国・地
域
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防
災
想
像
力
が
大
事

避
難
所
組
織

ク
モ
の
巣
形
に

震災発生当日の出来事とその後の心の軌跡を説明する丹野さん

受
講
生

声
メ モ ３１１「伝える／備え
る」次世代塾を運営する推進協議
会の構成団体は次の通り。河北新
報社、東北福祉大、仙台市、東北
大、宮城教育大、東北学院大、東
北工大、宮城学院女子大、尚絅学
院大、仙台白百合女子大 宮城大
仙台大 学都仙台コンソーシアム、
日本損害保険協会、みちのく創生
支援機構。
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心
ケ
ア

学
び
た
い

丹
野
祐
子
さ
ん
が
母
親
の
視

点
で
語
っ
た
被
災
体
験
と
わ
が

子
へ
の
思
い
を
、
実
感
を
持
っ

て
受
け
止
め
ま
し
た
。
「
閖
上

の
記
憶
」
は
被
災
者
の
心
の
ケ

ア
も
行
う
と
聞
き
、
活
動
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
教
員
志
望

な
の
で
子
ど
も
に
命
の
大
切
さ

を
教
え
、
心
に
寄
り
添
え
る
よ

う
さ
ら
に
学
び
た
い
。
（
宮
城

県
美
里
町
・
宮
城
学
院
女
子
大

３
年
・
我
妻
あ
み
さ
ん
・

歳
）

子
ど
も
の
役
割

鍵

避
難
所
の
運
営
は
子
ど
も
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。
子
ど
も
を
守
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
自
由
な
発

想
を
生
か
す
こ
と
も
大
事
。
将

来
は
教
員
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
話
を
参
考
に
、
自

分
が
同
じ
よ
う
な
局
面
に
立
っ

た
時
、
ど
う
い
う
行
動
が
取
れ

る
の
か
考
え
た
い
。
（
仙
台
市

若
林
区
・
宮
城
教
育
大
１
年
・

佐
々
木
晋
哉
さ
ん
・

歳
）

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
啓
発
の
担
い
手
育
成
を
目
指

し
、
河
北
新
報
社
な
ど
が
運
営

す
る
通
年
講
座
「
３
１
１
『
伝

え
る
／
備
え
る
』
次
世
代
塾
」

の
第
４
期
第

回
と

回
講
座

が

日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
の

東
北
福
祉
大
仙
台
駅
東
口
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。

「
震
災
の
教
訓
」
を
テ
ー
マ

に
、
名
取
市
に
あ
る
津
波
復
興

祈
念
資
料
館
「
閖
上
の
記
憶
」

の
語
り
部
で
閖
上
中
学
校
遺
族

会
代
表
の
丹
野
祐
子
さ
ん

と
、
元
石
巻
西
高
校
長
の
斎
藤

幸
男
さ
ん

が
講
師
を
務
め

た
。
第
４
期
と
し
て
は
初
の
対

面
式
で
実
施
。
こ
れ
ま
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
続
い
て
い

た
。丹

野
さ
ん
は
名
取
市
閖
上
で

被
災
し
、
中
学
１
年
の
長
男
を

亡
く
し
た
。
津
波
に
襲
わ
れ
る

直
前
、
中
学
校
の
校
庭
に
避
難

し
て
い
た
と
い
う
。
「
『
津
波

だ
』
と
大
き
な
声
が
聞
こ
え
た

の
で
校
舎
の
２
階
に
駆
け
上
が

っ
た
。
で
も
、
す
ぐ
そ
ば
に
居

た
は
ず
の
息
子
の
姿
は
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

丹
野
さ
ん
は
遺
族
会
を
つ
く

り
震
災
の
１
年
後
、
津
波
の
恐

ろ
し
さ
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
、
犠
牲
に
な
っ
た
生
徒

人
の
名
前
を
刻
ん
だ
慰
霊
碑

を
旧
閖
上
中
に
設
置
。
現
在
は

閖
上
小
中
に
移
設
さ
れ
て
い

る

当
た
り
前
が
当
た
り
前
で

な
い
こ
と
、
一
番
大
切
な
の
は

命
で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

が
教
え
て
く
れ
た
」
と
述
べ
た
。

受
講
生
に
災
害
へ
の
心
構
え

を
問
わ
れ
る
と
「

年
前
、
私

は
水
、
食
料
の
備
蓄
は
し
て
い

た
が
、
地
震
の
後
に
津
波
が
来

る
と
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
今

こ
こ
で
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
と
っ
さ
の

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
想
像
力

を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
答
え
た
。

斎
藤
さ
ん
は
実
体
験
を
基
に

避
難
所
運
営
の
課
題
を
説
明
し

た
。
東
松
島
市
に
あ
る
石
巻
西

高
は
指
定
避
難
所
で
は
な
か
っ

た
が
被
災
直
後
か
ら
、
多
く
の

被
災
者
が
身
を
寄
せ
た
。

避
難
所
を
円
滑
に
運
営
す
る

に
は
「
本
部
を
ト
ッ
プ
に
置
い

た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
図
の
よ
う
な

組
織
だ
と
、
報
告
を
上
げ
て
対

応
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。
本
部
を
中
心
に
し

た
ク
モ
の
巣
状
に
す
れ
ば
、
担

当
者
同
士
の
横
の
連
携
が
可
能

に
な
り
、
柔
軟
な
対
応
に
つ
な

が
る
」
と
強
調
し
た
。

子
ど
も
に
も
役
割
を
与
え
る

こ
と
を
提
案

避
難
者
と
運
営

者
が
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
、

生
徒
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
子
ど
も
も
自
分
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
、
表
情
が
生
き
生
き
し
て

く
る
」
と
利
点
を
説
明
し
た
。
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法
律
に
違
反
誰
が
判
断

コロナ関連法改正案閣議決定
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命
令
拒
否
に
罰
則
導
入

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
と
感
染
症
法
の
改
正
案
が

日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
休
業
や
営

業
時
間
短
縮
な
ど
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
事
業
者
や
、
入
院
勧

告
を
拒
ん
だ
感
染
者
ら
に
対
す
る
罰
則
導
入
が
柱
。
私
権
制
限
を

強
化
し
た
一
方
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
や
延
長
に
国
会
承
認
規

定
を
設
け
ず
、損
害
に
応
じ
た
補
償
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

論
点
を
整
理
し
た
。

【
国
会
承
認
】

特
措
法
は
「
国
民
の
自
由
、
権

利
の
制
限
は
必
要
最
小
限
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
。
休
業

や
時
短
の
要
請
、
指
示
に
応
じ
な

か
っ
た
事
業
者
へ
の
罰
則
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
改
正
案
は
知
事

の
「
命
令
」
や
過
料
（
行
政
罰
）

を
盛
り
込
ん
だ
。
し
か
し
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
や
期
間
延
長
の

際
、
国
会
へ
の
報
告
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
改
正
前
と

同
様
に
国
会
承
認
は
必
要
な
い
。

権
利
の
制
限
を
強
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
国
会
の
承
認
を
義
務
付
け
る

べ
き
だ
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。【

重
点
措
置
】

緊
急
事
態
宣
言
の
前
段
階
で
集

中
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、

特
措
法
改
正
案
に
新
設
さ
れ
た

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」は
、

国
会
承
認
だ
け
で
な
く
報
告
も
不

要
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事

の
命
令
権
限
や
罰
則
が
あ
る
こ
と

は
宣
言
下
と
変
わ
ら
な
い
。
命
令

で
き
る
措
置
の
範
囲
も
明
確
で
は

な
い
。

重
点
措
置
を
実
施
す
る
具
体
的

要
件
は
「
政
令
」
で
定
め
る
と
さ

れ
、
行
政
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。

【
損
害
補
償
】

特
措
法
改
正
案
は
、
感
染
防
止

策
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対

す
る
支
援
に
必
要
な
財
政
上
の
措

置
を
「
効
果
的
に
講
ず
る
も
の
と

す
る
」
と
国
や
自
治
体
に
義
務
付

け
た
が
、
具
体
的
な
支
援
方
法
は

行
政
が
決
め
る
。
現
在
、
時
短
要

請
に
応
じ
た
事
業
者
に
自
治
体
か

ら
支
給
さ
れ
る
協
力
金
は
、
実
際

に
生
じ
た
損
害
と
は
関
係
な
い

「
報
奨
金
」
的
な
性
格
を
持
ち
、

公
平
性
に
疑
問
が
出
て
い
る
。

強
力
な
私
権
制
限
を
す
る
以

上
、
損
失
額
に
応
じ
た
補
償
の
義

務
付
け
が
必
要
だ
と
の
声
は
根
強

い
。
ま
た
、
行
政
が
行
き
過
ぎ
た

制
約
を
課
し
た
と
き
の
賠
償
請
求

と
い
っ
た
救
済
措
置
を
明
記
す
べ

き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。

【
感
染
抑
止
効
果
】

感
染
症
法
改
正
案
は
、
知
事
の

入
院
勧
告
を
拒
ん
だ
り
、
入
院
先

か
ら
逃
亡
し
た
り
し
た
場
合
や
、

正
当
な
理
由
な
く
保
健
所
の
行
動

歴
調
査
を
拒
否
し
た
と
き
は
刑
事

罰
の
罰
金
や
懲
役
を
科
す
と
し
て

い
る
。
行
政
罰
と
違
い
前
科
に
な

る
。感

染
抑
止
の
目
的
か
ら
見
て
逆

効
果
だ
と
指
摘
す
る
専
門
家
は
多

い
。
罰
則
を
作
っ
た
こ
と
で
、
検

査
を
受
け
な
か
っ
た
り
、
陽
性
が

判
明
し
て
も
周
囲
に
隠
し
た
り
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
だ
。

感
染
者
が
潜
在
化
し
、
む
し
ろ
感

染
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
感
染
者
の
積
極
的
な
協

力
が
必
要
な
保
健
所
の
調
査
が
阻

害
さ
れ
る
と
の
懸
念
も
あ
る
。

【
差
別
・
偏
見
】

感
染
症
法
の
前
文
に
は
、
か
つ

て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
た
事
実

を
「
教
訓
と
し
て
生
か
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」と
書
か
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
で
は
、
感
染
者

や
医
療
従
事
者
へ
の
差
別
、
「
自

粛
警
察
」
に
象
徴
さ
れ
る
同
調
圧

力
が
顕
在
化
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
元

患
者
は
「
罰
則
に
よ
っ
て
感
染
者

へ
の
差
別
が
ひ
ど
く
な
る
の
で

は
」
と
不
安
を
語
る
。

【
罰
則
の
運
用
】

保
健
所
の
調
査
を
拒
否
す
る

「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
な
ど
、

法
律
に
違
反
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
確
認
は
誰
が
す
る
の
か
。
違

法
だ
っ
た
と
し
て
、
ど
の
機
関
が

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
保
健
所
は

既
に
パ
ン
ク
状
態
な
の
に
、
新
た

な
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ

る
。
警
察
幹
部
は
「
捜
査
す
る
の

は
警
察
し
か
な
い
と
思
う
が
、
保

健
所
な
ど
か
ら
告
発
を
受
け
て

か
ら
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
入
院

さ
せ
た
り
、
入
院
先
へ
戻
し
た
り

す
る
た
め
に
捜
査
は
し
な
い
」
と

話
し
た
。

市
民
同
士
が
監
視
し
合
い
、
行

政
な
ど
に
通
報
す
る「
密
告
社
会
」

に
な
る
危
険
も
指
摘
さ
れ
る
。

【
立
法
の
根
拠
】

厚
生
労
働
省
は
、
入
院
や
調
査

を
拒
ん
だ
ケ
ー
ス
が
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
国
民
は
（
法

律
を
つ
く
る
根
拠
と
な
る
）
立
法

事
実
が
あ
る
の
か
判
断
で
き
な

い
。

保
有
国
は
否
定
的
／

日
本

米
政
権
注
視
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核
兵
器
禁
止
条
約

要
旨

核
兵
器
禁
止
条
約
の
要
旨
は
次
の

通
り
。

一
、
核
兵
器
の
使
用
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
壊
滅
的
な
人
道
上
の

結
末
を
深
く
懸
念
す
る
。
全
廃
こ
そ

が
、
核
兵
器
が
二
度
と
使
わ
れ
な
い

こ
と
を
保
証
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ

る
。一

、
核
兵
器
の
使
用
に
よ
る
被
害

者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
と
核
実
験
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
た
人
々
に
も
た
ら

さ
れ
た
受
け
入
れ
難
い
苦
し
み
と
危

害
に
留
意
す
る
。

一
、
核
兵
器
の
い
か
な
る
使
用
も

武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
、

と
り
わ
け
国
際
人
道
法
の
原
則
に
反

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

一
、
核
軍
縮
の
進
行
の
遅
さ
と
、

安
全
保
障
上
の
核
兵
器
へ
の
依
存
を

懸
念
す
る
。

一
、
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

の
履
行
が
国
際
平
和
を
促
進
す
る
上

で
極
め
て
重
要
と
再
認
識
す
る
。

一
、
平
和
と
軍
縮
教
育
、
核
兵
器

の
危
険
性
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

は
重
要
。

一
、
被
爆
者
に
よ
る
（
核
兵
器
廃

絶
の
）
目
標
達
成
へ
の
努
力
を
認
識

す
る
。

一
、
核
兵
器
の
開
発
や
実
験
、
製

造
、
保
有
、
貯
蔵
、
移
譲
、
使
用
、

使
用
す
る
と
の
威
嚇
を
禁
止
す
る
。

一
、
本
条
約
が
禁
じ
て
い
る
活
動

を
す
る
た
め
、
誰
か
に
援
助
を
求
め

た
り
、
援
助
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
。

一
、
核
兵
器
計
画
の
不
可
逆
的
な

廃
止
を
検
証
す
る
た
め
国
際
機
関
と

協
力
す
る
。

一
、
核
兵
器
の
使
用
や
実
験
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
個
人
に
、
差
別
な

く
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
精
神
的
サ
ポ

ー
ト
を
適
切
に
提
供
す
る
。

一
、
非
締
約
国
も
締
約
国
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
で
き

る
。

核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
初
の
国
際
規
範
と
な
る
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
た
。
第
１
回
締
約
国
会
議
が
年
末

に
も
開
か
れ
る
見
通
し
だ
が
、
核
保
有
国
は
条
約
に
否
定
的

で
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
頼
る
日
本
は
バ
イ
デ
ン
新
政
権

の
動
向
を
注
視
す
る
構
え
。
「
核
な
き
世
界
」
の
実
現
を
訴

え
る
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
た
ち
は
息
の
長
い
闘
い
を
覚
悟

す
る
。

■

思
い
発
信

日
昼
、
修
復
工
事
が
進
む

広
島
市
の
原
爆
ド
ー
ム
。
小
雨

の
降
る
中
、
被
爆
者
や
若
者
ら

約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
条
約

発
効
を
祝
っ
た
。
「
思
い
が
実

っ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
参
加
者
。
「
日
本
政
府
は

批
准
を
」
な
ど
と
書
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
パ
レ
ー
ド
し

た
。歴

史
上
、
戦
争
で
核
兵
器
が

使
わ
れ
た
の
は
世
界
で
広
島
と

長
崎
だ
け
。
１
９
４
５
年
夏
の

惨
劇
を
体
験
し
た
被
爆
者
に
と

っ
て
条
約
の
発
効
は
長
年
の
悲

願
だ
っ
た
。
広
島
市
の
原
爆
資

料
館
元
館
長
の
原
田
浩
さ
ん

は
６
歳
の
時
、
爆
心
地
か

ら
約
２
㌔
の
広
島
駅
で
被
爆
し

た
。
皮
膚
が
た
だ
れ
た
人
や
、

肉
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
死

体
。
地
獄
の
よ
う
な
光
景
を
片

時
も
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
。

締
約
国
会
議
が
開
か
れ
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
外
相
が
会
議
に

被
爆
者
を
招
待
す
る
考
え
を
明

か
し
た
こ
と
に
、
原
田
さ
ん
は

「
実
際
に
惨
状
を
体
験
し
た
者

の
証
言
を
聞
い
て
も
ら
う
の
が

一
番
。
核
廃
絶
へ
の
思
い
を
発

■

対
立
激
化

信
す
る
極
め
て
良
い
機
会
に
な

る
」
と
歓
迎
し
た
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
い

う
究
極
の
目
標
に
再
び
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

日
に
就
任
し
た
バ
イ
デ
ン
米
大

統
領
は
昨
年
８
月
、
原
爆
投
下

か
ら

年
に
合
わ
せ
決
意
を
表

明
。

日
に
は
、
膠
着

こ
う
ち
ゃ
く

状
態

に
陥
っ
て
い
る
米
ロ
間
に
残
さ

れ
た
唯
一
の
軍
縮
条
約
、
新
戦

略
兵
器
削
減
条
約
（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
）
の
延
長
を
目
指
す
考
え

を
示
す
な
ど
、
軍
縮
へ
の
意
志

を
鮮
明
に
し
た
。

た
だ
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
下
の

４
年
間
で
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中

国
の
軍
拡
競
争
は
熾
烈

し

れ

つ

さ
を
増

す
。
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
め
ど

も
立
た
ず
、
イ
ラ
ン
も
高
濃
度

の
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
再
開
。
核
保

有
国
は
い
ず
れ
も
核
禁
止
条
約

に
は
不
参
加
だ
。

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

は
同
条
約
を
重
視
す
る
一
方
、

今
年
８
月
に
開
か
れ
る
核
拡

散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
再

検
討
会
議
で
の
進
展
に
も
期

■

決
意
新
た

待
を
寄
せ
る
。
だ
が
、
早
急
な

核
廃
絶
を
求
め
る
非
保
有
国
と

保
有
国
の
対
立
は
激
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
先
行
き
は
不
透
明

だ
。中

国
や
北
朝
鮮
が
核
戦
力
を

増
強
す
る
中
、
安
全
保
障
を
米

国
に
頼
る
日
本
は
、
米
国
が
核

禁
止
条
約
に
反
対
し
て
い
る

こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
。「

条
約
に
署
名
す
る
考
え
は

な
い
」。

日
の
参
院
本
会
議
。

連
立
与
党
、
公
明
党
の
山
口
那

津
男
代
表
が
「
核
な
き
世
界
実

現
へ
の
決
意
」
を
問
う
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
菅
義
偉
首
相
の

答
弁
は
に
べ
も
な
か
っ
た
。
締

約
国
会
議
へ
の
関
与
に
つ
い
て

も
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ

た
。政

府
は
核
保
有
国
と
非
保
有

国
の
橋
渡
し
役
を
果
た
す
考
え

を
強
調
す
る
が
、
「
影
響
力
は

極
め
て
限
ら
れ
る
」（
官
邸
筋
）

の
が
現
実
。
外
務
省
筋
は
「
バ

イ
デ
ン
政
権
の
今
後
の
動
向
を

見
極
め
る
し
か
な
い
」
と
苦
し

い
胸
の
内
を
明
か
し
た
。

核
保
有
国
や
日
本
を
条
約
に

引
き
込
む
た
め
に
は
「

年
単

位
の
運
動
が
必
要
」
と
話
す
の

は
、
核
廃
絶
を
数
十
年
間
訴
え

続
け
る
長
崎
県
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
被
爆
者
連
絡
協
議
会

の
川
野
浩
一
議
長

。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
運
動

の
在
り
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
「
高
齢
化
で
、
私
た
ち
被

爆
者
に
残
さ
れ
た
時
間
は
せ

い
ぜ
い
あ
と
５
年
。
知
恵
を
絞

り
、
次
世
代
へ
の
訴
え
方
を
模

索
し
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に

し
た
。
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⊃

参
院
代
表
質
問

詳
報

▼
受
信
料
下
げ
早
期
具
体
化
を

総
務
省
が
２
月
に
国
会
提
出
す
る

２
０
２
１
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
な
ど
に

関
す
る
総
務
相
意
見
案
の
概
要
が

日
、
判
明
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
表
明
し

て
い
る

年
度
の
受
信
料
引
き
下
げ

に
つ
い
て
早
期
に
内
容
を
具
体
化
す

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
家
計
負

担
の
軽
減
に
も
配
慮
す
る
よ
う
要

請
。
値
下
げ
時
期
の
前
倒
し
も
含
め

検
討
の
加
速
に
期
待
を
に
じ
ま
せ

た
。意

見
は
電
波
監
理
審
議
会
に
諮
っ

た
上
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
と
と
も
に
国

会
提
出
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
は
放
送

法
に
基
づ
き
国
会
で
承
認
を
得
る
必

要
が
あ
る
。

▼
公
衆
電
話
削
減
へ
基
準
議
論

総
務
省
は

日
、
携
帯
電
話
の
普

及
を
受
け
て
公
衆
電
話
の
設
置
基
準

の
見
直
し
を
検
討
す
る
有
識
者
会
議

を
開
い
た
。
公
衆
電
話
の
利
用
が
減

少
し
て
い
る
た
め
、
災
害
時
の
通
信

手
段
は
確
保
し
た
上
で
、
一
定
の
面

積
ご
と
の
設
置
を
定
め
た
現
行
の
基

準
を
緩
和
し
削
減
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
な
ど
を
議
論
。
今
夏
ま
で
に

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る
。

総
務
省
の
基
準
で
は
、
市
街
地
で

は
お
お
む
ね
５
０
０
㍍
四
方
に
１

台
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
お
お
む

ね
１
㌔
四
方
に
１
台
、
公
衆
電
話
を

設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

利
用
減
少
で
採
算
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の

公
衆
電
話
は
２
０
１
９
年
度
末
で

万
１
３
１
３
台
と
、

年
度
か
ら
半

減
し
て
い
る
。
基
準
が
緩
和
さ
れ
れ

ば
一
段
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。日

▽
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別

措
置
法
改
正
案
（
衆
院
へ
）
、
児
童
の
属

す
る
低
所
得
者
世
帯
緊
急
支
援
法
案
（
立

憲
民
主
・
無
所
属
、
共
産
、
国
民
民
主
の

３
会
派
、
衆
院
へ
）

◇
防
衛
省
（

日
）
防
衛
医
科
大
学
校

長
（
防
衛
医
科
大
学
校
防
衛
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー
長
）
四
ノ
宮
成
祥
▽
退
職

防
衛

医
科
大
学
校
長
長
谷
和
生
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代
表
質
問

山
口
那
津
男
氏
（
公
明
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
や
感
染

症
法
の
改
正
に
は
、
丁
寧
な
説
明
と

幅
広
い
合
意
が
必
要
だ
。
変
異
種
が

確
認
さ
れ
、
水
際
対
策
を
強
化
す
べ

き
だ
。自
宅
療
養
が
急
増
し
て
い
る
。

日
米
関
係
を
ど
の
よ
う
に
深
化
さ

せ
る
か
。

片
山
虎
之
助
氏
（
維
新
）
緊
急
事

態
宣
言
解
除
の
見
通
し
は
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
や
製
造
の
シ
ス

テ
ム
を
持
つ
べ
き
だ

東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
う
す
る
の
か
。

榛
葉
賀
津
也
氏
（
国
民
）
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
行
程
を
具
体
的
に
示
し
て

ほ
し
い
。
担
当
に
河
野
太
郎
行
政
改

革
担
当
相
を
充
て
た
理
由
は
。

小
池
晃
氏
（
共
産
）
医
療
機
関
対

象
の
交
付
金
が
滞
り
、
制
度
に
問
題

が
あ
る
。
特
措
法
な
ど
の
改
正
案
に

盛
り
込
ま
れ
た
罰
則
は
、
感
染
症
対

策
に
逆
行
し
な
い
か
。

公
選
法
違
反
事
件
で
有
罪
判
決
を

受
け
た
河
井
案
里
参
院
議
員
に
対
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政
府
答
弁

し
、
自
民
党
本
部
は
多
額
の
資
金
提

供
を
し
た
。
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

河
井
克
行
元
法
相
と
案
里
氏
を
、
夕

食
会
費
補
塡

ほ
て
ん

問
題
で
安
倍

晋
三
前
首
相
を
証
人
喚
問
す
べ
き

だ
。田

名
部
匡
代
氏
（
立
民
）
大
雪
で

車
の
立
ち
往
生
が
発
生
し
、
農
作
物

な
ど
に
被
害
が
出
た
。
対
策
や
支
援

は
。渡

辺
猛
之
氏
（
自
民
）
国
土
強

（
き
ょ
う
じ
ん
）
化
に
向
け
、
自
治

体
支
援
を
確
実
に
す
べ
き
だ
。

菅
義
偉
首
相

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
】
ワ
ク

チ
ン
は
地
方
自
治
体
と
も
連
携
し
、

手
順
や
優
先
順
位
も
国
民
に
分
か
り

や
す
く
説
明
し
な
が
ら
準
備
す
る
。

変
異
種
は
感
染
者
の
遺
伝
子
解
析
を

進
め
る
。
自
宅
療
養
は
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
購
入
費
用
を
支
援
す

る
な
ど
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。
感

染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
国
内
で

開
発
・
生
産
が
で
き
る
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
整
備
す
る
。

【
ワ
ク
チ
ン
担
当
相
】
河
野
行
革

相
は
複
数
の
役
所
に
ま
た
が
る
困
難

な
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。

【
医
療
支
援
交
付
金
】
交
付
金
の

執
行
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
の

は
問
題
だ
。
申
請
の
あ
っ
た
約
１
兆

４
千
億
円
に
対
し
、
昨
年
末
ま
で
に

約
１
兆
１
千
億
円
が
支
払
わ
れ
た
。

地
方
自
治
体
の
業
務
が
過
剰
に
な
っ

て
い
て
、
国
が
直
接
執
行
す
る
仕
組

み
も
取
り
入
れ
た
。

【
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】

安
全
安
心
な
大
会
を
実
現
す
る
。

【
公
選
法
違
反
事
件
】
自
民
党
で

所
定
の
手
続
き
を
経
た
上
で
交
付
し

た
。
裁
判
は
継
続
中
で
あ
り
、
行
政

府
の
長
と
し
て
こ
れ
以
上
お
答
え
す

る
べ
き
で
は
な
い
。

【
桜
を
見
る
会
】
安
倍
晋
三
前
首

相
の
証
人
喚
問
は
国
会
が
決
め
る
こ

と
だ
。

【
日
米
関
係
】
新
型
コ
ロ
ナ
や
気

候
変
動
問
題
な
ど
幅
広
い
分
野
で
緊

密
に
連
携
し
て
い
く
。

【
大
雪
被
害
】
状
況
を
速
や
か
に

把
握
し
、
政
府
と
し
て
責
任
を
持
っ

て
対
応
す
る
。

【
国
土
強

化
】
地
方
の
要
望
に

沿
っ
て
措
置
を
継
続
・
拡
充
し
、
災

害
に
屈
し
な
い
国
土
づ
く
り
を
進
め

る
。河

野
行
革
担
当
相

【
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
】
米
製
薬
大

手
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
先

行
す
る
。
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な

る
べ
く
早
く
確
定
さ
せ
る
。
「
令
和

の
運
び
屋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
頑
張

る
。
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○(４)２０２１年(令和３年)１月２３日(土曜日) ○(４)２０２１年(令和３年)１月２３日(土曜日)


